
平成２７年度顕彰会総会を開催します。

※ 当日、会場では、塙先生が総検校を拝命するために上京した時の旅の記録『上京日々記』

の概要版を配布する予定です（希望される方には本編も配布予定）。ぜひお越しください。

日  時  平成２７年５月２３日（土） 

午後１時３０分 受付開始  

     午後２時 開 式 

会  場  セルディ ホール 

内  容  前年度事業報告・決算報告 

      今年度事業計画・予算審議 

記念講演  斎藤幸一氏(温故学会理事長) 

演    題  「保己一少年、１５歳の旅立ち ～

温故学会の塙保己一像と新塙保己一像～ 」

十
二
月
二
十
日
、
セ
ル
デ
ィ
で

行
わ
れ
た
埼
玉
県
と
本
庄
市
共

催
に
よ
る
塙
保
己
一
賞
へ
の
協

力
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
障

害
が
あ
り
な
が
ら
社
会
的
に
顕

著
な
活
動
を
し
て
い
る
人
や
応

援
し
て
い
る
人
・
団
体
な
ど
４
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
後
に
は
、
盲
目
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
和
波
た
か
よ
し

さ
ん
と
土
屋
美
寧
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
の
デ
ュ
オ
演
奏
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
、
そ
の
優
雅
な
音
色
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昨年の総会の様子

ぜひご参加ください。 

平
成
二
十
六
年
度
顕
彰
会
事
業
報
告

五
月
三
十
一
日
、
児
玉
文
化

会
館
セ
ル
デ
ィ
を
会
場
に
平
成

二
十
六
年
度
顕
彰
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
の

運
営
に
つ
い
て
の
審
議
の
ほ

か
、
銅
像
建
立
計
画
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
顕
彰
会
へ
の
寄
付
に

対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
の
ほ
か

國
學
院
大
學
教
授
の
嵐

義
人

氏
に
よ
る
記
念
講
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
の
嵐

氏
は
「
塙

先
生
の
地
元
の
み
な
さ
ん
の
前

で
の
講
演
は
感
慨
ひ
と
し
お
で

す
」
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

塙
先
生
の
命
日
で
あ
る
九

月
十
二
日
に
セ
ル
デ
ィ
で
開

催
さ
れ
た
遺
徳
顕
彰
祭
で
は

参
加
者
全
員
が
塙
先
生
の
遺

影
に
菊
の
花
を
捧
げ
先
生
の

遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

二
十
六
年
度
総
会

顕

彰

祭

塙

保

己

一

賞

ま
た
、
本
庄
市
自
治
会
連
合

会
で
行
う
塙
先
生
勉
強
会
の

総
仕
上
げ
年
度
で
あ
る
今
年

度
も
講
師
派
遣
を
行
い
、
二
十

三
年
度
か
ら
の
累
計
で
約
二

千
二
百
人
の
市
民
に
塙
先
生

の
業
績
を
説
明
し
ま
し
た
。

嵐義人教授による記念講演

市長から副賞を授与

【群書類従などの叢書や資料を紹介します…第９回】

広
報
こ
だ
ま
第
一
号
に
は
、
新
町
初
代

の
筑
紫
権
四
郎
町
長
も
所
信
表
明
で
、

「
一
万
六
千
余
人
の
一
人
一
人
が
塙
保

己
一
先
生
生
誕
の
こ
の
児
玉
町
に
住
む

こ
と
に
無
限
の
誇
り
が
も
て
る
明
る
い

楽
し
い
街
の
建
設
こ
そ
、
私
の
念
願
で
あ

り
ア
イ
デ
ア
で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
は
塙
保
己
一
先
生
没
後
の
一
三
五

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
同

号
の
塙
顕
彰
趣
意
の
記
事
に
は
「
世
界
の

人
々
か
ら
盲
聖
と
称
え
ら
れ
る
塙
保
己

一
先
生
の
御
偉
徳
を
あ
き
ら
か
に
す
べ

き
時
は
正
に
今
で
あ
る
と
念
ず
る
の
で

あ
り
ま
す
。（
中
略
）

そ
の
堅
忍
不
抜
の

志
の
前
に
唯
々
深
い
敬
意
を
感
じ
発
奮

奮
起
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。（
中
略
）

こ
こ
に
先
生
の
遺

徳
顕
彰
会
（
※
現
在
の
顕
彰
会
と
は
別
組

織
。
）
を
設
立
し
、
塙
精
神
の
発
揚
を
は

か
る
た
め
、
遺
品
を
収
集
し
て
保
存
の
措

置
を
講
ず
る
と
共
に
、
そ
の
教
訓
を
現
代

に
生
か
し
て
青
少
年
の
教
育
の
向
上
を

は
か
り
、
あ
わ
せ
て
全
国
百
万
余
の
身
体

障
害
者
に
対
し
て
も
援
護
の
手
を
さ
し

の
べ
、
も
っ
て
国
家
、
福
祉
日
本
の
建
設

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
一
日
発
行
の
第
三
号
に

は
、
村
田
勇
氏
（
元
児
玉
町
議
会
議
長
）

の
後
日
談
と
し
て
、
「
昭
和
三
十
一
年
五

月
五
日
、
大
沢
雄
一
埼
玉
県
知
事
を
は
じ

め
県
下
名
士
多
数
の
列
席
を
得
て
、
埼
玉

県
議
事
堂
に
於
い
て
、
総
検
校
塙
保
己
一

先
生
遺
徳
顕
彰
会
発
会
式
を
盛
大
に
挙

行
し
て
以
来
こ
こ
に
一
年
有
半
（
後
略
）
、

（
昭
和
三
十
二
年
）
九
月
十
七
日
、
関
根

久
蔵
参
議
院
議
員
の
協
力
を
得
て
、
平
凡

社
創
立
者
の
下
中
彌
三
郎
氏
に
会
長
決

定
（
折
渉
三
回
に
及
ぶ
）
」
と
あ
り
ま
す
。

な
お
、
顕
彰
会
は
昭
和
三
十
二
年
六
月
四

日
附
で
文
部
省
よ
り
財
団
法
人
と
し
て

認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
月
一
日
発
行
の
祝
合
併
特
集

号
に
は
、
天
然
色
ス
ラ
イ
ド
「
塙
保
己
一

物
語
」
制
作
は
じ
ま
る
の
記
事
が
あ
り
、

「
財
団
法
人
塙
顕
彰
会
で
は
、
青
少
年
の

指
導
強
化
と
、
法
人
顕
彰
会
の
募
金
の
目

的
を
以
て
『
塙
保
己
一
物
語
』
の
ス
ラ
イ

ド
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
広
く
全
国

一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
あ
り
、
完
成
し
た
塙
保
己
一
物
語
は
、

九
月
か
ら
町
内
小
中
十
一
校
で
巡
回
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
保
己
一
海

を
渡
る
」
の
記
事
が
見
ら
れ
、
「
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
、
第

六
回
国
際
絹
大
会
に
出
席

の
た
め
、
参
議
院
議
員
関

根
久
蔵
氏
は
、
十
月
十
五

日
羽
田
空
港
を
出
発
、
各

国
協
力
者
に
土
産
と
し
て
、

こ
の
程
児
玉
町
で
制
作
し

た
『
塙
保
己
一
物
語
』
ス

ラ
イ
ド
及
び
英
語
版
テ
ー

プ
を
持
参
し
た
。
」
と
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和

三
十
三
年
三
月
十
日
発
行

の
第
四
号
に
は
、
昭
和
三

十
二
年
児
玉
十
大
ニ
ュ
ー

ス
に
「
ド
ル
を
稼
い
だ
塙

保
己
一
顕
彰
会
」
の
記
事

が
あ
り
、「
米
国
カ
ル
ホ
ル

ニ
ア
大
学
よ
り
塙
保
己
一

顕
彰
会
の
趣
旨
に
感
動
し
、

『
塙
保
己
一
物
語
』
ス
ラ

イ
ド
二
十
本
送
れ
代
金
は

す
ぐ
送
る
（
二
百
ド
ル
）

と
の
発
注
書
が
来
た
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
号
で
は
「
『
塙
保
己
一
物
語
』

の
ス
ラ
イ
ド
が
（
国
内
の
）
コ
ン
ク
ー
ル

に
於
い
て
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
ス
ラ
イ
ド

撮
影
の
協
力
者
は
延
べ
人
数
一
千
八
百

七
十
三
人
」
と
い
う
興
味
深
い
記
事
も
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
三
十
一
年
に
制

作
さ
れ
た
「
塙
保
己
一
物
語
」
の
ス
ラ
イ

ド
は
、
平
成
八
年
九
月
十
四
日
、
塙
保
己

一
没
後
の
一
七
五
年
の
記
念
事
業
で
、
四

十
年
ぶ
り
に
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
に
見
る
顕
彰
活
動
の
足
跡

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

根
岸

久

平
成
十
八
年
一
月
十
日
、
旧
本
庄
市
と
旧
児
玉
町
が
合
併
し
て
新
「
本

庄
市
」が
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
三
十
年
三
月
に
も
児
玉
町
と
金
屋

村
、
本
泉
村
、
秋
平
村
の
一
町
三
ケ
村
の
合
併
が
行
わ
れ
、
新
「児
玉
町
」

が
誕
生
し
、
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
に
「
広
報
こ
だ
ま
」
の
第
一
号
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
の
広
報
こ
だ
ま
に
見
る
、
総
検
校
塙

保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
活
動
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

『塙保己一物語』スライド撮影班集合写真（写真提供：田島髙治氏）



今年度も塙先生顕彰会の会員として継続して 

ご協力くださいますようお願い申し上げます。

みなさまからの貴重な会費は、没後１９５周年となる来 

年に建立(３月予定)の塙先生の銅像の作成費用や塙先生の 

命日である９月１２日に先生の遺影に菊の花を捧げ遺徳を 

しのぶ顕彰祭のため、また、その他の啓発活動に使用さ 

せていただきます。 

今年度につきましても会費の納入をお願い申し上げます。
みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

年会費  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円
入会と会費納入の受付場所 本庄市生涯学習課(５月まで中央公民館、６月から市役所４階)と
本庄市児玉文化会館(セルディ)で受け付けています。５月まで市役所では４階文化財保護課で

お預かりいたします。※郵便振替でも申し込みできます（ご希望の際は下記へご連絡ください）。

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

元
治

げ

ん

じ

元
年
（
一
八
六
四
）
領
主

永
島
直
之
丞

な
お
の
じ
ょ
う

か
ら
の
郷
士
申
渡
覚

ご
う
し
も
う
し
わ
た
し
お
ぼ
え

(

上
写
真
の
文
言) 

申
渡
之
覚

武
州
児
玉
郡
保
木
野
村

百
姓

弥
七

其
方
家
之
儀
者
、
古
来(

よ
り)

郷
士
二
而
有
之
候
処
、
中
興

流
落
二
及
候
得
共
、
惣
検
校
保
木
一
者
其
家
二
而
出
生
、

追
々
昇
進
子
孫
御
旗
本
二
被
成
候
二
付
公
辺
向
御
差
出
之

家
譜
二
者
、
古
来
之
格
を
以
郷
士
之
趣
書
上
被
置
候
、

就
而
者
其
方
家
之
義
、
苗
字
帯
刀
之
家
格
与
可
心
得
候
、

此
段
申
渡
者
也

元
治
元
子
年
十
二
月

地
頭
所
内

松
田
亘

右

保
木
野
村

弥
七
江

前
書
之
通
相
違
無
之
候
以
上

永

直
之
丞

弥
七
の
家
は
古
来
よ
り
「
郷
士
」(

武
士
の
待
遇
を
う
け
た
農
民)

の
家
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

家
が
衰
微
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
検
校
塙
保
己
一
が
出
た
家
で
あ
り
、
さ
ら
に

保
己
一
の
子
孫
が
昇
進
し
て
旗
本
に
成
っ
た
の
で
、
公
式
に
提
出
す
る
家
譜
で
は
古
来
の
格
に

従
っ
て
「
郷
士
」
と
し
て
書
き
上
げ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
苗
字
・
帯
刀
の
家
格
で
あ
る
と
心
得

よ
、
と
し
て
い
ま
す
。

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

荒
井
一
夫

郷
里
の
父

宇う

兵
衛

へ

え

は
、
寛
政
七
年(

一
七
九
五)

、

保
己
一
が
五
十
歳
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

家
督
は
保
己
一
の
弟
に
あ
た
る
卯
右
衛
門

う

え

も

ん

が
継

ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
子
の
娘
婿
で
あ
る
弥や

七し
ち

の
と
き

(

塙
家
で
は
三
代
目
、
忠
韶

た
だ
つ
ぐ

の
代)

に
塙
家
と
荻
野
家

の
振
り
会
い
（
＝
身
分
の
つ
り
あ
い
を
持
た
せ
る
よ

う
な
処
遇
）
で
、
地
頭
か
ら
弥
七
宛
て
に
届
い
た
苗

字
・
帯
刀
を
許
す
と
の
申
渡
し
状
で
あ
り
ま
す
。

(

文
言
の
内
容)

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第２２号 平成２７年５月発行

＝来年の塙先生没後 195 周年にむけて (塙保己一少年「旅立ちの朝」銅像建立 )＝
ごあいさつ

五月の陽光うららかな日和のなか、会員のみなさまにはご健勝のこととご推

察申し上げます。 みなさまには日頃、総検校塙保己一先生の遺徳顕彰にご協

力いただき、厚くお礼申し上げます。

さて、来年の平成２８年は塙先生没後１９５周年となります。この節目の年

にむけて顕彰会では、上越新幹線本庄早稲田駅前に銅像建立を計画し、準備を

行ってまいりました。そして、今年はいよいよ銅像の制作に取り掛かり、来年

３月の完成を目指す予定となっております。会員のみなさま方には、ぜひご期

待ください。 また、このたびの銅像建立にちなみ、５月２３日に開催の平成

２７年度総会では、「保己一少年、１５歳の旅立ち ～温故学会の塙保己一像と

新塙保己一像～ 」と題して公益社団法人温故学会理事長の斎藤幸一氏にご講

演いただきます｡大勢のみなさまのご参加をお待ちしております。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会 長  吉 田 信 解

・５月２３日開催の平成２７年度総会では、いよいよ今年度に

建立の予定である銅像に ちなみ「保己一少年、１５歳の旅立

ち ～温故学会の塙保己一像と新塙保己一像～ 」と題して公

益社団法人温故学会斎藤幸一理事長にご講演いただきます。

･ 右上：（参考資料）温故学会所蔵の塙保己一先生旅姿の図

･ 右下：（参考資料）温故学会にある塙保己一先生の銅像(座像) 


